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⇨ 種の特定や分類に重要

1. CTボリュームから断面画像を切り出す

 

2. 各断面画像について接点と花床領域を検出

接点を検出

3. 同一の接点となる検出結果を階層クラスタリングで推定

 

検出結果の3次元空間へのプロット 階層クラスタリングの結果

• 同じ接点に由来する点群は点同士の距離が近い

花床領域を検出

YOLOv8

U-Net

 花床上の接点の分布の可視化

花床の3次元形状の上に代表の接点を重ねて表示

3次元小花配列の推定結果

 植物の構造解析

 

構造：葉や花などの3次元的な配列

成長に伴う花床形状の変化が小花配列に
与える影響は明らかになっていない

研究目的

サンプル(a) サンプル(b) サンプル(c)

4. 各クラスタの重心を代表の接点として抽出

5. 花床領域の予測結果から輪郭点を抽出

花床の平均検出精度

各サンプルから50枚断面画像の正解データを作成

→ 40枚を学習し残り10枚で精度評価

サンプル(a)の正解ラベル サンプル(a)の検出結果

AP50が高い精度であれば接点の検出には十分

5-fold交差検証により平均精度を計算

同様にして5-fold交差検証により平均精度を計算

接点の平均検出精度

 接点の検出精度

 花床の検出精度

対象データセット
生育段階の異なるキクタニギクのサンプル (a), (b), (c)

(a) は茎頂サイズが1.0 mm，(b) は1.5 mm，(c) は2.0 mm 

サンプル(b)の正解ラベル サンプル(b)の検出結果

花床領域を高い精度で検出できている

生育段階の違いに応じた花床形状と小花配列
の関係を可視化しながら解析できる

• 別の接点に由来する点群は点同士の距離が遠い

→  距離が急に大きくなった境界を閾値として群平均法を行う

生育段階の異なるキクタニギクを対象に
接点の3次元位置と，花床の3次元形状を推定花床 小花
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